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令和 2 年度 第 1 回 清瀬市史編さん委員会 

議 事 要 旨 

 

 

日  時： 令和 2 年 7 月 27 日（月） 

午後 2 時～3 時 

場  所： 第 2 会議室（健康センター2 階）  

出席委員： 根岸茂夫、栗山 究、谷口康浩、浅倉直美、吉田律人、齊藤隆雄、齊藤靖夫、 

岡田耕輔、黒田一美、小西一午、中澤弘行（11 名） 

欠席委員： 黒川徳男（1 名） 

事 務 局： 企画部長、市史編さん室長、市史係 3 名（5 名） 

 

 

≪次  第≫ 

1．  開 会  

2．  近代部会長の就任について 

3． 『清瀬市史 ３ 資料編 古代･中世』刊行報告 

4． 『清瀬市史 ４ 資料編 近世』について 

5． 「清瀬市史編さんに係る基本方針」の見直しについて 

6．  専門部会活動状況について 

7． 『清瀬 あの頃 この景色 ～市制施行 50 周年記念誌』について 

8． 『市史研究 きよせ』について 

9．  市史編さん委員の任期更新について 

10. その他 

11. 閉会 

 

 

≪配布資料等≫ 

1．会議次第（令和 2 年度 第 1 回 清瀬市史編さん委員会 次第） 

2．『清瀬市史 ４ 資料編 近世』目次案・細目次案・本文例 

3. 令和元年度事業報告 

4. 『清瀬 あの頃 この景色 ～市制施行 50 周年記念誌』台割案 

 

 

≪審議経過≫ 

1．開 会  

 

委 員 長  これより令和 2 年度第 1 回清瀬市史編さん委員会を開催いたします。マ
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スク着用のままで失礼します。新型コロナウィルス感染拡大防止のため、

委員会が開けずにおりましたが、編さん事業は進んでおりまして、このほ

ど、古代・中世のすばらしい資料編ができました。なかなか評判が良いよ

うです。 

コロナの影響は方々に出ておりますが、編さん作業はこれからも続けて

いきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 議事に入る前に、事務局より配布資料についてご説明ください。 

事 務 局 （配布資料について説明） 

 

 

2．近代部会長の就任について 

 

委 員 長  前任の近代部会長が一身上の都合で退任されましたので、新しく近代

部会長としまして吉田律人先生にお願いすることになりました。 

吉田先生は現在、横浜開港資料館にお勤めで、近代史、特に近代の軍

隊と地域との関係で学位を取られた方です。また最近は、銭湯の歴史に

関しても研究をしておられますので、これからお力をお借りしたいと思

います。 

近代部会長  ただいまご紹介いただきました吉田です。清瀬の歴史を未来につなげ

ていくような市史にと思っております。一生懸命頑張りますので、よろ

しくお願い致します。 

 

 

3. 『清瀬市史 ３ 資料編 古代・中世』刊行報告 

 

委 員 長  このたび、清瀬市史の 1 冊目の刊行としまして、古代・中世の資料編

が出ましたのでご報告します。古代・中世部会長の浅倉先生から一言お

願いします。 

古代・中世部会長  おかげさまで、『清瀬市史 ３ 資料編 古代・中世』を刊行することが

できました。 

調査開始から 5 年で 800 ページの資料集をまとめるというスケジュー

ルは、なかなかタイトでしたが、部会としましては頑張りました。が、

部会以上に頑張ってくださったのは市史編さん室です。ご覧のように写

真を多く載せましたが、古文書の写真を載せるときには所蔵者の許可を

とるということが昨今は一般的なものですから、清瀬市でもこの許可を

きちんと取ってくださいました。400 点近い文書写真について、市史編

さん室でひとつひとつ手続きしていただきました。しかも、最終的にど

の写真を載せるかが決まったのはぎりぎりになってのことでしたので、



[3] 

 

複雑な手続きを短期間にお願いすることになりました。 

機関によっては掲載の際にいろいろな条件をつけるところもあるので

すが、市史編さん室でそういうところも丁寧に対応してくださいました

ので、おかげさまで希望した写真はほぼ載せることができ、ありがたく

思っています。 

渋谷市長から、古代では悲田処をひとつのテーマに、というご提案が

あり、それに沿って編さんいたしました。ご覧いただきますように、関

連資料を鋭意、数多く集めました。その結果、悲田処は市域にあったと

言えない資料集になったかもしれませんが、悲田処はうちにあった、と

言っている他市についても確実な史料はないとわかる、そういう資料集

になりました。多摩郡と入間郡の境に悲田処が置かれたことは間違いな

いので、どこにあったというような小さな話ではなく、清瀬を中心とし

た広い自治体全部で悲田処がこの地域に与えていた影響などを見直す問

題提起の資料集、今後につながる資料集として活用いただけたらと思っ

ています。 

今の行政の在り方では南を向きがちだけれども、清瀬の古代と中世は、

多摩郡と入間郡の境という点では北を向かないとわからないと、亡くな

られた坂間委員が当初からご指摘くださっていました。そのあたりも編

さんのポイントとしていましたので、刊行を坂間委員にご覧いただけな

かったのはほんとうに残念です。 

多摩地域で自治体史の編さんが進む中にあって、清瀬の古代・中世資

料編は特殊な編さんになっていますが、この委員会で根岸先生はじめ委

員の皆様方に編さん方針をご支持いただき、市側のご理解を得て、また

編さん室にご努力いただいたからこそ出せた資料集と思っております。

改めましてお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

委 員 長  新しい市史の特徴もお伝えいただきありがとうございました。 

   周知方法などについて、事務局からご説明いただけますか。 

事 務 局  『清瀬市史 ３ 資料編 古代・中世』の刊行につきましては、市報 7 月

15 日号、清瀬市ホームページ、清瀬市ツイッター、フェイスブックで周

知しております。また、販売につきましては、市役所 1 階受付、清瀬市

郷土博物館、中央図書館で行なっております。販売価格は 1 冊 2 千円で

す。郵送での販売も行なっておりますので、広くお求めいただけるもの

と思っております。 

頒布状況ですが、すでに 40 冊ほどが売れております。また、これとは

別に 300 冊を超える献本をしており、ツイッター等でも好評いただいて

いるところです。 

委 員 長  この資料編についてご意見、ご質問ございますか。 

委   員  拝見して、たいへんな資料だと思いました。素晴らしい資料集になっ
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たと思います。体裁もしっかりしておりますし、多くの人に価値を認め

てもらえるのではないかと思います。写真もところどころカラーが入っ

ており、本文中にカラーページを入れていくのはたいへんだったかと思

い、ご苦労されたのではないかとお察しします。欲を言えば、もう少し

地図が欲しかったところですが、それにしてもよくおまとめになったと

思いました。重さに対して製本が大丈夫かと、少し心配しました。今後

の刊行に向けて、検討課題かと思いました。 

古代・中世部会長 文書写真の掲載については、編さん室でご苦労くださいましたので、

その点、改めて申し添えたいと思います。編さんの基本姿勢は、これ

をもとに議論が深まっていく材料になれば、というものですので、専

門家が問題提起の意味で、確定でないものも含め解説を付けています。

また、できるだけ易しく、市民の方にも興味を持っていただけるよう

に努力いたしましたので、お汲み取りいただけたらと思います。 

委   員  分かりやすくまとめていただきよかったと思います。今、読み進めて

いるところなのですが、一般の方を対象に、読み方について市史編さん

室で解説をしていただくような会ができたらよいかと思っています。先

生方による市史講演会は続けていただき、それとは別の形で市民の購読

を広めるような機会を持てたらと思います。 

委 員 長  新しい提案をありがとうございます。他にありますでしょうか。 

委   員  資料の電子化が一般に進んでいますが、市史も相当に分厚い本ですし、

将来にむけて、この資料編も電子化をお考えでしょうか。 

事 務 局  PDF データは入手しているのですが、公開となると許諾の問題で解決

しなくてはならないことがあろうかと考えています。 

また、さきほど製本についてご意見いただきましたが、現在できる範

囲での最もよい方法で行っておりますので、活用に耐えるものと考えて

おりますが、先に向けてより良い方法があるか、情報収集をしていきた

いと思います。 

 

 

4. 『清瀬市史 ４ 資料編 近世』について 

 

委 員 長／  古代・中世に続いて、次は近世の資料集刊行予定となっております。

近世部会長   内容について、配布資料に沿ってご説明したいと思います。 

近世資料も、活字ばかり、しかも漢文体ですので、できるだけ工夫し

て親しみやすい、分かりやすいものにしたいと考え、目次を柔らかい言

葉で考えました。 

第一章 村のすがた 

第二章 村のしくみ 
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第三章 村のなりわい 

第四章 村と領主 

第五章 変わりゆく村 

第六章 家のくらしと人の一生 

第七章 村の信仰・教育・文化 

第八章 村の幕末 

といった 8 つの章立てを考えています。 

 市内の史料と、周辺自治体にあるような清瀬に関係する史料を集めて、

400～500 点程度を載せたいと思っています。 

配布資料の 2 枚目が細目次案になっています。一般的な自治体の近世

史料集の細目次ですと、年代と史料名だけになっています。それを、  

配布資料のように文章にして「いつ、だれだれが、なにをした」と内容

がわかる細目次にして、これを追っていけば年表になり、本文の古文書

を読まなくてもだいたいの内容がわかるようにしようと考えています。

注をつけたり、また入り組んだ内容は、内容を要約して注にしたり、と

きどきは写真や図を入れながら 800 ページの資料集に作り上げていく作

業をしています。 

事 務 局  『清瀬市史 ４ 資料編 近世』の仕様について、ご説明します。概ね、

『清瀬市史 ３ 資料編 古代・中世』と同様に考えておりますが、異なる

ところとしては、近世の印刷部数は 1000 部、口絵はカラーとし、本文は

モノクロの印刷といたします。紙質等々については今回と同様で臨みた

いと考えておりますので、ご了承いただければと思います。 

委 員 長    仕様について、事務局からご説明いただきました通りでよろしいでし

ょうか。 

委   員    了承 

 

 

5. 「清瀬市史編さんに係る基本方針」の見直しについて 

 

委 員 長 「清瀬市史編さんに係る基本方針」の見直しについて、事務局からご説

明ください。   

事 務 局  平成 27 年に策定した基本方針について、見直しを必要とする点が 2 点

ございます。 

まず、刊行計画ですが、このところのコロナの影響によって部会の活

動が思うようにできない事情があり、『清瀬市史 ４ 資料編 近世』以降

の刊行について、予定より半年ずつ後ろにスライドしていくことを考え

ています。 

また、刊行方針についても文言等見直しが必要かと考えております。
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次回委員会で見直し案をお示ししますので、ご検討いただけたらと考え

ています。 

委  員  長   刊行計画について、新型コロナウイルスの影響により半年スライドし、

直近、近世の資料編は今年度末 3 月の刊行予定を来年令和 3 年 9 月にす

るということと、基本方針内容を今年度中に一部見直すということで、

ご意見いかがでしょうか。そのような方向ということでよろしいでしょ

うか。 

委   員    了承 

 

 

6. 専門部会活動状況について 

 

委 員 長  では次に、専門部会の活動状況についてですが、活動報告については、 

配布資料をもって報告に代えさせていただき、今年度の活動予定につい

て、各部会長からお願いしたいと思います。 

まず、考古部会について谷口先生お願いします。 

考古部会長  昨年まで定期的に部会を開いていました。新型コロナウイルス感染拡

大の影響で再開の目途が立っていませんが、収束しましたらまた開きた

いと思います。 

また、部会開催と同時に、市内の遺跡についての理解を深めるための

勉強会を開いてきました。これも再開したいと思っています。下宿内山

遺跡で近世の陶磁器類もかなり出土していまして、現在の研究状況から

考えるための勉強会を開きたいと思っています。決まりましたらまたご

案内したいと思います。 

周辺地域の発掘調査については、特に所沢市は隣接で関連の深いとこ

ろなので、所沢市の埋蔵文化財センターなどの見学、資料調査も進めた

いと思っています。 

市内の強清水遺跡は昭和 40 年代の古い発掘ですが、行方不明になって

いた資料が今回の市史編さん事業の中で見つかりましたので、これを調査

して、伊勢遺跡の再整理の成果と併せて今年度中に調査報告書を出したい

と思っています。これらは考古資料編の目玉になる資料だと思っています。 

下宿内山遺跡の陶磁器類についても調査を進めます。また、市民の方々

に呼びかけまして、個人蔵の未発表資料が見つかってきていますので、

これらについての調査も進めてまいります。 

資料編に掲載する資料の選定や検討を継続して行なっていきます。口

絵に掲載予定の、特に重要な縄文土器などは、修復をし直し、口絵に載

せた時に見栄えのするものにしたいと思っています。 

また、下宿内山遺跡から出土した種子の同定分析を委託致します。こ
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んなところです。 

委 員 長  では各部会の活動予定を続けて発表していただき、ご質問は後からお

受けしたいと思います。次に古代・中世部会について浅倉先生お願いし

ます。 

古代・中世部会長  これまで 5 年間の調査の中で、所蔵者とまだ連絡がとれず、本来なら

ば資料集に載せたかったもので調査ができていない史料もあります。こ

れらを報告書、補遺のような形で出せればと思っておりますので、そう

した作業を進めつつ通史編に向かいたいと思っております。 

近世部会長／  古代・中世に続いて次の刊行は近世の資料集の番です。さきほどご説

委 員 長   明したような内容で、刊行に向けて活動いたします。 

  次に、近代、現代併せまして吉田先生お願いします。 

近代部会長  資料の収集作業を進めていきます。こういう状況ですので、極力、デ

ジタルアーカイブズなどを活用して関連史料の収集に務めます。明治 26

年、西暦で言うと 1893 年まで、この一帯は神奈川県だったので、神奈川

県の資料館などでの史料収集や調査も進めていきたいと思っています。

新聞メディアや官報なども公開されていますので、収集を進めます。 

現代部会長とも相談しまして、近代は明治・大正期、現代は病院街が

形成されていく昭和初期以降という住み分けを考えています。これに合

わせて、それぞれメンバーが集まりながら編さん作業を進めていきたい

と考えています。 

委 員 長  ありがとうございます。考古から近代現代まで、活動予定をお話いた

だきました。なにかご意見、ご質問等ありますでしょうか。 

委   員  配布資料の現代部会の調査報告に、リハビリテーション学院の関連調

査がありますが、病院街の関連ではベトレヘムの園を開かれたフロジャ

ク神父のことも重要かと思います。本部の社会福祉法人慈生会の常務理

事の方からお話を伺い清瀬の施設を見学する会を、私が活動をしている

団体で予定していたのですが、コロナの影響で中止になってしまいまし

た。お話してくださることになっていた方は、お母様が清瀬病院に入院

していらしたり、ご本人も複十字病院での入院経験をお持ちだったりと、

清瀬にもゆかりのある方です。こうした方からの聞き取りなどもしてい

ただけるとよいかと思いご紹介しました。 

委 員 長  貴重な情報をありがとうございます。他によろしいでしょうか。 

 

 

7. 『清瀬 あの頃 この景色 ～市制施行 50 周年記念誌』について 

 

委 員 長  市制施行 50 周年記念誌について、事務局からご説明お願いします。 

事 務 局  校正の段階に入っています。原稿の一部を回覧しておりますのでご覧
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ください。 

市史編さん委員会編集ということで書誌に載せたいと考えております

ので、ご了解いただければと思います。 

 また、タイトルを昨年度の委員会で決定したところですが、表紙のデ

ザインを進めるにあたり、副題の「～市制施行 50 周年記念誌」の「～」

について省いてよろしいか、お諮りします。 

委 員 長    いかがでしょうか。 

委   員    了承 

委 員 長  ありがとうございます。記念誌は市史編さん委員会編集と記すこと、

副題の前の「～」は付けないということでご了解いただきました。 

校正原稿をお回ししていますが、細かい表現について見ていただくと

いうより、およそこのような感じで作成をしているということでご理解

いただければと思います。本日の委員会は、コロナの関係もあり、でき

るだけ短時間での終了を考えておりますので、内容についてゆっくりご

覧になりたい方は、別の時間に市史編さん室をお訪ねいただければと思

います。ご覧になった範囲で、何か記念誌についてご意見ありますでし

ょうか。 

委   員  カラー写真とモノクロ写真が同じページにありますが、モノクロ写真

についてはセピア色にするなど色合いの工夫がすこしあればと思いまし

た。写真の形についても、もう少しデザイン的な工夫があれば。 

委 員 長  ご意見ありがとうございます。できるところで考えていければと思い

ます。誌面校正原稿の回覧がまだ続いていますが、議事は次に進めてま

いります。 

 

 

8. 『市史研究 きよせ』について 

 

委 員 長  『市史研究 きよせ』について事務局からご説明ください。 

事 務 局  『市史研究 きよせ』第 5 号を刊行しましたので、ご報告します。内容

については、委員の皆様にお届けしている通りですので、ここでは割愛さ

せていただきます。 

今年度刊行する第 6 号について構成を考えているところですが、これ

まで委員の方にご担当いただいていた「石碑・石仏探訪」について、執

筆は一巡しましたが、第 6 号以降も続けるかどうか、ご意見いただけた

らと思います。 

委 員 長    「石碑・石仏探訪」の継続について、いかがでしょうか。 

委   員  ぜひ続けていただきたいと思います。 

委 員 長  どなたかご担当いただける方、いらっしゃいますでしょうか。ご担当
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については後日、調整させていただくとして、コーナーは継続するとい

うことでよろしいですか。 

委   員  了承 

委   員  子どもが中学生になりましたので、親子で取り組むといった形を認め

ていただけるようでしたらぜひと思いますが、いかがでしょうか。 

委 員 長  ご意見ありがとうございます。ご提案を生かしながら取り組むという

ことでよろしいでしょうか。ご協力よろしくお願いします。 

委   員  了承 

 

 

9. 市史編さん委員の任期更新について 

 

委  員  長  委員の任期について、事務局からお願いいたします。 

事  務  局   現在の清瀬市史編さん委員会委員の皆様の任期が今年 11 月に満了いた

します。次の任期についてご意向を伺いたく、書面をお配りしておりま

すので、可否をご記入の上お返事いただけたらと思います。 

 

 

10. その他 

 

委 員 長   予定の議事は以上ですが、ほかに何かございますでしょうか。 

事 務 局  次回の委員会の日程ですが、11 月ごろの開催を考えています。近づき

ましたらまた日程のご相談をさせていただきますのでご協力よろしくお

願い致します。 

委 員 長   次回委員会は 11 月予定ということで、ご予定いただければと思います。

ほかに、よろしいでしょうか。 

委   員  了承 

 

 

11．閉 会 

 

委 員 長  それではこれで令和 2 度第 1 回清瀬市史編さん委員会を閉会いたしま

す。ありがとうございました。 
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令和元年度事業報告 

 

◇ 考古部会 

◇ 古代・中世部会 

◇ 近世部会 

◇ 現代部会 

◇ 市史編さん室 
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■考古部会【令和元年度活動報告】

作業項目 第１四半期（４月～６月） 第２四半期（７月～９月） 第３四半期（１０月～１２月） 第４四半期（１月～３月）

（会議）考古部会 第1回考古部会 第2,3回考古部会

根岸茂夫先生 根本靖先生、青木敬先生

伊藤宏之先生、深澤靖幸先生

（見学）遺跡見学 新座市・大和田カミ遺跡見学

（調査）
土器圧痕調査
（昨年から継続）

（調査・未報告資料）
野塩表採土器整理作業

（調査・未報告資料）
清瀬中学校旧蔵資料整理作業

（調査・未報告資料）
強清水遺跡整理作業

（調査・再検討）
下宿内山遺跡資料調査
（中世・近世）

1,2回深澤先生・水口先生・
石井先生

（調査・再検討）縄文土器 中野（拓）先生 中野（拓）先生

（調査）
口絵掲載縄文土器の選定

（調査）
縄文時代石材調査

（調査・個人所蔵資料）
森田佐利家所蔵資料整理作業

（調査・収集）
個人所蔵資料収蔵、借用

（委託）
強清水遺跡出土黒曜石
産地推定分析

（委託）
土器圧痕分析

（勉強会）考古部会勉強会
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■考古部会【令和元年度活動報告】

会議 考古部会を3回開催、3月の部会は新型感染症の予防のため延期

勉強会 考古部会の際に3回開催、講師は根岸先生、根本先生、伊藤先生。　　根本先生の講演は市史研究5号に寄稿していただいた

見学 12月　新座市大和田カミ遺跡を見学した

調査　縄文土器圧痕調査 昨年から引き続きの調査、市内の7遺跡の縄文土器から圧痕レプリカを計294点作成した

未報告資料の調査

野塩表採資料 野塩地域で採集された5006点の考古資料、うち4848点が縄文土器片（うち中期が約7割）　報告書を刊行

　　注記は1953～1958（昭和28～33）年がある

清瀬中学校旧蔵資料 昭和41年刊行『北多摩文化財総合調査報告』掲載資料の一部、報告書を刊行

　　打製石斧、横刃形石器、石皿、凹石

強清水遺跡 昨年から継続して整理作業を行った。来年度報告書刊行予定

資料の再検討

下宿内山遺跡 縄文時代、中世、近世資料の再検討を行った

縄文時代では、草創期の土器片を市内で初めて確認した

中世、近世の資料は、調査例の増加により、資料の時期区分が調査当時と変わったため再検討している

縄文土器の再検討 市内の縄文時代遺跡の土器を精査し、型式分類、観察を行った

口絵掲載土器の選定を行った、修復、写真撮影の予定

縄文時代石材調査 市内出土の縄文時代の石器の石材分類、

柳瀬川、空堀川の石材調査地選定のため巡検を行った

河川事務所の協力を得て、空堀川の河川工事現場にて下層の礫を採取

個人所蔵資料の調査

森田佐利家所蔵資料 文化財保護審議委員を務められた森田増治氏収集の考古資料が含まれ、一部は『清瀬市史』に掲載された
明治以降の文書、民具、昭和30年代の学用品などが含まれ、現代部会とも協力して調査を進めている

個人所蔵資料の収集 市内在住の個人収集資料3件を収蔵、借用し、調査している

委託事業

土器圧痕分析 株式会社パレオ・ラボに委託、294点のレプリカが、80点の種実圧痕、2点の昆虫圧痕が検出、同定された

黒曜石産地推定分析 株式会社パレオ・ラボに委託、強清水遺跡出土旧石器8点を分析した

長野県（蓼科、和田）、神奈川県（畑宿）、静岡県（天城）の分析結果を得た
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■古代・中世部会【令和元年度活動報告】

作業項目 第１四半期（４月～６月） 第２四半期（７月～９月） 第３四半期（１０月～１２月） 第４四半期（１月～３月）

　資料編　編集作業

　

　　　　・原稿作成 　入稿のための原稿作成 　入稿のための原稿作成 　追加の原稿作成

　　　　・写真掲載 　写真確認とレイアウト指示 　写真確認とレイアウト指示 　写真確認とレイアウト修正

　　　　・校正 　初校校正ゲラ刷りの確認 　初校校正ゲラ刷りの確認

　 　再校校正ゲラ刷りの確認

　 　三校校正ゲラ刷りの確認

　

　　　　・史料出典等確認 　文書所蔵者確認 　文書所蔵者確認 　文書所蔵者確認 　文書所蔵者確認

　出典事項確認・統一 　出典事項確認・統一

　

　　　　・写真の入手 　未入手写真の確認 　未入手写真の撮影・入手 　未入手写真の撮影・入手 　未入手写真の撮影・入手

　　　　・目次作成 　細目次の原稿作成 　細目次と原稿の確認・修正
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■近世部会【令和元年度活動報告】

作業項目 第１四半期（４月～６月） 第２四半期（７月～９月） 第３四半期（１０月～１２月） 第４四半期（１月～３月）

市内史料確認調査 月1回×3 月1回×2 月1回×2 月1回×1

博物館・編さん室収蔵史料調査撮影 博物館・編さん室収蔵史料調査撮影 博物館・編さん室収蔵史料調査撮影 博物館・編さん室収蔵史料調査撮影

　

資料編構成の検討・編集作業 月3回×3 月4回×3 月5回×3 月5回×3

翻刻作業 10日分×3 15日分×3 20日分×3 20日分×3

翻刻作業を日数換算
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■現代部会【令和元年度活動報告】

作業項目 第１四半期（４月～６月） 第２四半期（７月～９月） 第３四半期（１０月～１２月） 第４四半期（１月～３月）

市議会資料調査 清瀬市議会会議録調査　戦後分 清瀬市議会会議録調査　戦後分 清瀬市議会会議録調査　戦後分 清瀬市議会会議録調査　戦後分

東京都公文書調査 東京都公文書館資料撮影 東京都公文書館資料撮影

医療機関調査 リハビリテーション学院資料調査 リハビリテーション学院資料調査

商工業資料調査 銭湯資料調査・聞き取り 銭湯資料調査・聞き取り 銭湯資料調査・聞き取り

文化人調査 作家等の史料調査 作家等の史料調査 石堂清倫文庫調査

清瀬市行政文書調査 博物館移管公文書調査 博物館移管公文書調査

聞き取り調査 リハビリテーション学院聞き取り 旧稲作農家聞き取り

新聞資料調査 図書館所蔵新聞スクラップ調査 図書館所蔵新聞スクラップ調査 図書館所蔵新聞スクラップ調査 図書館所蔵新聞スクラップ調査

市民旧蔵資料の調査 作業室保管資料の調査 作業室保管資料の調査 作業室保管資料の調査 作業室保管資料の調査

文化財保存関係調査 文化財関係の調査
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〈市史編さん室〉 

令和元年度年間事業報告 

 

１ 市史編さん委員会運営 

清瀬市史編さん基本方針に基づく編さん事業の管理 

（１）市史編さん委員会の開催（年３回） 

 [第１回]令和元年 7月 4日（木） 

[第２回]令和元年 11月 11 日（月） 

[第３回]令和 2年 3月 30 日（月）※新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止 

（２）部会長会の開催 

  令和元年 8月 2日（金） 

（３）専門部会の運営 ※各部会活動報告参照 

 

２ 刊行 

（１）『清瀬市史 ３ 資料編 古代・中世』（1,500 部刊行予定） 

  ア 業者選定 

      ぎょうせいデジタル株式会社 

  イ 資料掲載許諾事務 

      掲載総資料総数９８７点について必要な許諾を申請、取得した 

  ウ 入稿補助 

  エ 校正補助 

（２）『市史研究 きよせ』 

ア 第１号の普及 

増刷  ２００冊 

献本等  １５冊（調査先等) 

販売    ９冊 

イ 第２号の普及 

増刷  １００冊 

献本等  １５冊（調査先等) 

販売   １１冊 

ウ 第３号の普及 

増刷  １００冊 

献本等  １６冊（調査先等) 

販売   ３３冊 

エ 第４号の普及 

増刷  ２００冊 

献本等 ２７８冊（市内各図書館・学校、近隣市機関、調査先、国会図書館等) 

販売  １３４冊 

オ 第５号の編集・発行（700 部刊行予定） 

カ 第１号～第４号普及のため多摩郷土史フェアに清瀬市郷土博物館と共同参加 

令和 2年 1月 18 日（土）・19 日（日） 会場：立川市女性総合センターアイム 
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昨年度までは博物館へ販売委託 

キ 市史講演会第４回にて販売（第１号～第４号） 

（３）『清瀬 あの頃 この景色 ～市制施行 50 周年記念誌』 

  ア 写真選考会開催 

      令和元年 5月 27 日（月） 

  イ 業者選定 

      株式会社 西文社 

（４）考古部会報告書 

  ア 清瀬市史 資料調査報告 1「清瀬市中里 澁谷家所蔵資料調査報告書」の普及 

      献本 147 冊 

  イ 清瀬市史 資料調査報告 2「縄文時代未報告資料・縄文土器圧痕調査報告書」の刊行 

      刊行 300 冊 

 

３ 市史編さん付帯事業の実施 

（１）市史講演会の開催 

市史講演会第４回「清瀬の縄文ムラと中期縄文文化」 

講師：谷口 康浩 氏（考古部会長） 

日時：令和 2年 1月 25 日（土）午前 10時～正午 

会場：生涯学習センター講座室１ 

参加者：44 名 

（２）市史編さんブログ「市史で候」 

  ア 市ホームページで更新 

     五十七の巻 市史編さん委員会を、覗き見 

     五十八の巻 市史で候 総目次 

     五十九の巻 『市史研究 きよせ』第 4号、その色は？ 

     六十の巻 今に残る清瀬の小字 

     六十一の巻 昭和の団地史料が語るもの 

六十二の巻 『市史研究 きよせ』増刷出来！ 

     六十三の巻 どんどんってなあに 

     六十四の巻 清瀬で出会った野鳥たち バード２ 

  イ プリントアウト版の更新 

  ウ 職員掲示板に更新分をアップ 

（３）「市報 きよせ」での記事連載 

  ア 4 月～9月「市史で候 mini」 

  ［4月］キミの名は 「市史で候」四十七の巻「キミの名は」より 

［5月］鳥瞰 水と緑 「市史で候」三十四の巻「鳥瞰 清瀬第４回 桜を語ると思いきや」より 

［6月］防災無線と夕やけこやけ 「市史で候」五十の巻「防災無線と夕やけこやけ」より 

［7月］市史で候平成史 「市史で候」五十八の巻「市史で候 総もくじ」より 

［8月］町名変更の歴史 「市史で候」十八の巻「町名変更の歴史」より 
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［9月］今昔“新庁舎” 「市史で候」三十六の巻「今昔“新庁舎”」より 

  イ 10 月～「タイムトラベル S40s」 

  ［10 月］第 1回 清瀬市役所開庁式 

［11 月］第 2回 梅園  中央公園 

［12 月］第 3回 旭が丘 団地と高速道路 

［1月］ 第 4回 下清戸 志木街道 

［2月］ 第 5回 松山  清瀬駅南口 

［3月］ 第 6回 上清戸 畑！ 

（４）きよせ出前講座 

  今年度は実施なし 

 

４ 資料・情報収集 

（１）購入 

ア 石田波郷自筆書簡 （差出住所東京療養所 妹宛 写真同封） 

イ 角川写真文庫 8『日本の結核』 昭和 30 年 

（２）資料提供の呼びかけ 

チラシの配布 

（３）資料受け入れ 

  ア 庁内資料 

      総務倉庫より提供資料（和文タイプ等） 

守衛室より提供資料（古い公職者名簿等） 

      議会事務局より提供資料（議事場工事写真） ほか 

  イ 銭湯資料 

  ウ リハビリテーション学院関連資料 

  エ 考古資料（土器・石器） 

（４）資料整理 

未報告考古資料 

森田家より借用資料 

（５）聞き取り調査の設定（詳細は現代部会報告参照） 

（６）市内の遺跡・遺物に関する聞き取り調査 

（７）療養文学関連資料調査 

（８）市内記録写真撮影 

  ア 清瀬第四中学校・中里の火の見櫓からの市内遠景写真 

  イ 現庁舎および新庁舎建設の記録写真 

  ウ 新型コロナウィルス感染防止のための公共施設閉館等記録写真 

 

５ その他 

（１）他市交流・情報交換 

  ア 立川市産業文化スポーツ部地域文化課市史編さん担当視察 令和元年 8月 5日（月） 
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  イ 東久留米市視察受け入れ 令和 2年 1月 23 日（木） 

（２）結核関連事業への協力 

ア 結核予防会と清瀬市によるブックカバー制作 

イ ＫＩＹＯＳＥ結核会議への協力 令和元年 7月 6日（土） 

（３）取材対応 

  ア 朝日新聞 「マダニャイとことこ散歩旅」 

      夕刊社会面コラムで志木街道沿いを紹介 

      清瀬を対象としたのは令和 2年 3月 3日（火）～14 日（土） 

  イ J:COM 「長っと散歩 たまろくと」撮影  

令和 2年 1月 31 日（金）撮影 

      市長が市史編さん室、防災防犯課、ごみ減量推進課など庁内の部署を紹介 

      令和 2年 2月中旬～下旬に放送 

 

以上 
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清瀬市市制施行50周年記念誌　台割案 表紙４頁、本文64頁 監修：根岸先生

頁 内容 備考 担当

表紙１ 要素：タイトルなど 市制施行50周年記念誌『清瀬　あの頃この景色』

表紙２

1 大扉

2

3 挨拶１「はじめに」 市長

4 挨拶２「刊行にあたって」 委員長

5 清瀬市の概要

6 目次・凡例

7 扉１　清瀬の歴史を写真で振り返る 15のテーマ

8 市役所　旧・現・新庁舎

9 市役所　旧・現・新庁舎

10 式典・集い・にぎわい

11 式典・集い・にぎわい

12 農のある風景

13 農のある風景

14 清瀬で育つ

15 清瀬で育つ

16 生活環境を整える

17 生活環境を整える

18 うるおいの器

19 うるおいの器

20 道がつながる　道でつながる

21 道がつながる　道でつながる

22 2つの駅　2つの路線

23 2つの駅　3つの路線

24 住む

25 住む

26 商店街を巡る

27 商店街を巡る

28 折々の祭り

29 折々の祭り

30 川と緑

31 川と緑

32 病院街と清瀬

33 病院街と清瀬
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34 空から見る清瀬の変化

35 空から見る清瀬の変化

36 「昭和45年」街の姿

37 「昭和46年」街の姿

38 清瀬を知りたいときに

39 扉２　清瀬の歴史を年表で振り返る 年表（写真付き）

40 市制50年を振り返る１

41 市制50年を振り返る２

42 市制50年を振り返る３

43 市制50年を振り返る４

44 市制50年を振り返る５

45 市制50年を振り返る６

46 市制50年を振り返る７

47 扉３　清瀬市誕生までの歴史を振り返る（リード文あり）

48 遺跡は語る　清瀬の歴史のはじまり 考古部会

49 遺跡は語る

50 文字は語る　戦国時代以前の清瀬市域 古代・中世部会

51 文字は語る

52 絵図は語る　江戸時代の六つの村 近世部会

53 絵図は語る

54 地図は語る　清瀬村誕生 近・現代部会

55 地図は語る

56 市民憲章 50年前との比較 付録

57 清瀬市マップ 市内の地図 付録

58 統計 付録

59 統計 付録

60 清瀬市パノラマギャラリー 市内のパノラマ写真 付録

61 清瀬市パノラマギャラリー 付録

62 市史のＰＲ 刊行予定・販売のおしらせ

63 参考文献等

64 書誌

裏表紙

裏表紙
 


